事　業　計　画　書
１．土地の所在、地目、面積、利用状況
２．土地に関する権利関係及び転用事業者
（１）土地所有者
（２）所有者以外の関係権利者
（３）転用事業者
３．計画概要
４．事業の目的及び必要性
５．土地選定の理由
６．給排水計画
（１）給水方法
（２）排水方法
　　（雨水・生活雑排水・汚水それぞれの処理方法）
７．被害防除計画
（１）造成中の被害防除方策
　　（造成に係る土地の流出、堆積、崩壊への対応策）
（２）完成後の被害防除方策
８．事業実施時期
９．その他特記事項

事　業　計　画　書
１．土地の所在、地目、面積、利用状況
　　熊本県球磨郡湯前町◇◇　1234番
　　田　1,500㎡　（うち900㎡を転用予定）
２．土地に関する権利関係及び転用事業者
（１）土地所有者
　　　熊本県球磨郡湯前町1989-1　　湯前太郎
（２）所有者以外の関係権利者
　　　なし
（３）転用事業者
　　　熊本県球磨郡湯前町1834-1　湯前次郎
３．計画概要
　　農家住宅○○○㎡
４．事業の目的及び必要性
　　現在夫婦と子どもの３人で借家に入居しているが、子どもの成長と現在２人目を妊娠中であるため今の住居では手狭となったため家屋の新築を予定している。今後の親の介護や子どもの見守りなどを考えたときに同じ地区内に建築したいと思い土地を探したが、要件に適した土地がなかったこと、また、２人目が生まれるタイミングですぐにでも引っ越したいと思っているため、早急に住宅を建築したい。
５．土地選定の理由
　　土地については、親たちが住む○○地区内の土地から探した。役場の指導もあって、条件を満たす土地で、農用地区域以外の土地について何人かの地権者と交渉したが、結局取得できなかった。そこで、集落に近い農用地区域内の土地について、交換を含めていくつか交渉した結果、やっと親戚の所有する農地について取得の目途がたった。このため除外の申請を行うものである。
６．給排水計画
（１）給水方法
　　・上水道は近隣民家も存し最短距離で申請地に接続する。
（２）排水方法
　　・生活用水については近接する下水道に接続排水する。
　　・雨水等の自然排水は基本自然地下浸透とするが数か所に集水桝を設置し処理する。
７．被害防除計画
（１）造成中の被害防除方策
　　土砂の流出、崩壊等ないよう十分に配慮する。
（２）完成後の被害防除方策
　　北側と西側は道路に面しており、農地は南側と東側に位置することから日照の問題は生じないと思われるが、一定程度距離を置き家屋を建設する。
８．事業実施時期
　　令和７年１０月～（但し、手続がこれより早く終われば、その時点で取りかかる）
※代替性に関する検討資料
・施設等の立地条件（位置的条件、交通条件、環境条件、規模等）、候補及び選定理由を記載する
記入例








